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南
北
米
福
地
開
発
協
会
神
山
会
長
、

レ
ダ
訪
問

久
し
ぶ
り
に
レ
ダ
の
地
を
訪
れ
た
神
山
会

長
は
、
各
農
場
を
め
ぐ
っ
て
、
炎
天
下
、

汗
ビ
ッ
シ
ョ
リ
に
な
り
な
が
ら
詳
し
く
ジ
ャ

ト
ロ
フ
ァ
や
モ
リ
ン
ガ
、
タ
ル
タ
ゴ
、
緑

肥
、
ニ
ー
ム
な
ど
の
成
長
を
見
ら
れ
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
植
物
の
説
明
を
さ
れ
た
。

日
本
並
び
に
ア
メ
リ
カ
の
会
員
の
た
め
に

現
在
の
レ
ダ
の
発
展
の
状
況
と
会
長
の
説

明
を
ビ
デ
オ
に
収
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

レ
ダ
で
体
が
動
か
せ
る
こ
と
が
楽
し
く
て

仕
方
が
無
い
と
言
う
心
情
で
、
「
レ
ダ
に

い
る
と
三
年
半
の
ブ
ラ
ン
ク
が
取
り
払
わ

れ
て
、
こ
こ
で
あ
れ
も
し
た
い
、
こ
れ
も

し
た
い
と
意
欲
や
構
想
が
次
々
湧
い
て
く

る
」
と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
飯
野
記
）

レダに現れた瑞雲

３年ぶりの現地労働者との懐かしい出会い

木の剪定をする神山会長



主
な
地
球
環
境
問
題
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の

が
し
ば
し
ば
挙
げ
ら
れ
る
。

（
１
）
工
業
化
の
進
展
や
自
動
車
の
普
及
に
伴
う

⑦

汚
染
、
③

雨

（
（
２
）

工
業
排
水
や
生
活
排
水
な
ど

に
よ
る
⑧

汚
染
・
土
壌
汚
染

（
３
）
⑨

ガ
ス
の
排
出
に
よ
る
②

破
壊

（
４
）

⑩

炭
素
等
の
⑪

ガ

ス
の
放
出
な
ど
に
よ
る
地
球
①

・
⑫

上
昇
・
凍
土
融
解

（
５
）
開
発
に
と
も
な
う
、
⑬

多
様
性
の

減
退
・
生
態
系
の
破
壊

（
６
）
自
然
へ
の
影
響
を
考
え
な
い
土
地
の
開
発
、

⑭

を
考
慮
し
な
い
大
規
模
な
森
林

《
解
答
》

問
題
一

①
温
暖
化
、
②
オ
ゾ
ン
層
、

③

酸
性
、

④
砂
漠
、

⑤
古
代
文
明
、

⑥
砂
漠
、

⑦
大
気,

⑧
水
質
、

⑨
フ
ロ
ン
、

⑩
二
酸
化
、

⑪
温
室
効
果

⑫
海
面

⑬
生
物
、
⑭
植
林

地
球
環
境
問
題

(

飯
野
事
務
総
長
よ
り
）

問
題
一
：
次
の
文
章
の
中
の
空
白
番
号
部
分
に

適
切
な
言
葉
を
入
れ
て
下
さ
い
。

地
球
環
境
問
題
（
ち
き
ゅ
う
か
ん
き
ょ
う
も
ん
だ

い
）
と
は
、
環
境
問
題
の
一
種
で
、
問
題
の
発
生

源
や
被
害
が
特
に
広
域
的
な
（
地
球
規
模
の
）
も

の
を
指
す
。

環
境
問
題
の
一
部
は
、
ご
み
問
題
、
局
地
的
な
公

害
の
よ
う
に
、
国
や
そ
の
一
部
地
域
内
で
発
生
し
、

比
較
的
完
結
し
た
も
の
に
留
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
、

地
球
①

②

破
壊
、
③

雨
の
よ
う
に
、
発
生
源
や
被
害
地
が
必
ず
し
も
一

定
地
域
に
限
定
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
問
題
が
主
に
地
球
環
境
問
題
に
該
当
す
る
。

地
球
環
境
問
題
の
一
例
と
し
て
、
地
球
規
模
で

の
④

化
現
象
が
挙
げ
ら
れ
る
。
人
類
が
農

業
を
始
め
る
よ
う
に
な
っ
て
、
多
く
の
地
域
が
④

化
し
て
い
る
。
エ
ジ
プ
ト
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ

ア(
現
在
の
イ
ラ
ク)

、
イ
ン
ダ
ス
な
ど
、
⑤

の
栄
え
た
地
域
は
、
乱
開
発
に
よ
り
完
全

に
④

化
し
て
い
る
。
文
明
の
栄
え
た
初

期
に
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
は
森
林
が
広
が
り
、

非
常
に
肥
え
た
土
壌
を
誇
っ
て
い
た
。

土
地
が
④

化
し
た
結
果
、
食
物
が
育

た
な
い
よ
う
に
な
り
、
土
地
の
水
分
が
失
わ
れ
、

最
終
的
に
雨
が
降
ら
な
く
な
っ
た
。
現
在
も
⑥

の
面
積
は
増
え
続
け
て
い
る
。
一
年
の
間
に

約
六
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
九
州
と
四
国
を
合
わ

せ
た
程
度
の
面
積
）
が
④

化
し
て
い
る

と
い
わ
れ
る
。

レ
ダ
現
地
に
て
正
月
を
過
ご
す
飯
野
事
務s

総
長
は
じ
め
日
本
の
技
術
者
の
面
々

（
前
列
左
か
ら
佐
野
氏
、
中
田
氏
、
飯

野
事
務
総
長
、
紅
屋
氏
、
後
列
左
か
ら
金

子
氏
、
大
山
氏
、
伊
達
氏
、
大
和
田
氏
、

綿
貫
氏
）
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一
日
環
境
セ
ミ
ナ
ー
御
案
内

日
時

二
〇
〇
八
年
二
月
二
十
四
日
（
日
）

場
所

南
北
米
福
地
開
発
協
会

事
務
局

参
加
費

二
千
円
（
昼
食
付
き
）

研
修
内
容

午
前
中

『
温
暖
化
対
策
に
お
け
る
植
樹
活
動
の
意
義
』

地
球
の
緑
を
守
る
会

理
事
長高

津
啓
洋

午
後

『
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
魅
力
』

南
北
米
福
地
開
発
協
会

事
務
局
長

柴
沼
邦
彦

事
務
局
前
に
あ
る
大
山
街
道
ふ
る
さ

と
会
館
に
お
い
て
新
年
会
を
行
い
、

多
く
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
柴
沼
事
務
局
長
が
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
、
昨
年
一
年
間

の
活
動
報
告
と
今
年
の
計
画
に
つ
い

て
報
告
を
し
、
午
後
は
親
睦
会
で
歌
、

ビ
ン
ゴ
大
会
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
を

し
、
皆
、
童
心
に
帰
る
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
た
。

二
〇
〇
八
年
度
の
日
本
で
の
基
本
的

な
活
動
計
画
は
四
月
二
五
日
か
ら
五

月
五
日
ま
で
の
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
エ
コ

ツ
ア
ー
、
八
月
に
第
八
回
国
際
協
力

青
年
奉
仕
隊
を
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
へ
送

る
こ
と
、
レ
ダ
の
地
の
植
林
を
《
Ｎ

Ｐ
Ｏ
地
球
の
緑
を
守
る
会
》
と
協
力

し
て
お
こ
な
う
。
教
育
活
動
と
し
て

月
に
一
度
の
環
境
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、

会
員
の
交
流
の
た
め
、
月
に
一
度
の

釣
り
大
会
を
し
て
い
く
等
の
こ
と
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

東京近郊の会員新年会（１月１３日）


